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[材料および方法]材料は， αTCP を用い水熱処理を施した水熱 HA と HA 粉末を用い焼成した焼結 HA を正
球状(直径 300'"'"' 500μm) にした頼粒を用いた。頼粒の構造は，走査型電子顕微鏡にて表面構造を，マイク
ロ CT にて内部構造を観察した。また成ラット頭蓋に直径 8.8mm の硬膜に達する欠損をつくり，重さ約 20mg
の水熱処理 HA頼粒と焼結 HA 頼粒を移植した。移植を行わない群を対照群とした。移植後 4， 12, 24 週で過
剰麻酔にて屠殺し，マイクロ CT 撮影後半割し， 10%緩衝ホルマリン溶液固定を行ったものを 10%EDTA 溶
液で脱灰してパラフィン包埋し， 70%アルコール固定を行ったものをビラヌエパ染色液に浸潰して樹脂包埋し
標本を作製した。
[結果] 1.材料の特性試験:①表面構造;水熱 HA は，柱状結晶の集合体で結晶聞に隙聞が観察された。焼結
HA は，球状結晶の密な集合体で表面は滑らかであった。②内部構造;水熱処理は，内部に 100'"'"' 500μm 程
度の球状空孔が観察された。
焼結 HA は大きな空孔はみられなかった。③含水量;水熱 HA は，焼結 HA に比べ有意に多かった (P<O.Ol) 。
2. 動物実験:①マイクロ CT による不透過領域体積;欠損部の頼粒を含む不透過領域の体積は，対照群に比
べ，移植した群が有意に大きかった (P<O.Ol)。水熱 HA と焼結 HA の移植群聞に有意な差はみられなかっ






HA は， 24 週でも辺縁形態は明瞭で，明らかな吸収はみられなかった。







ドロキシアパタイト (HA) の応用を目的にし， HA の表面および内部の微細構造，含水能，ラット動物実験
モデ、ルを用いた生体内吸収と骨形成の検討を行っている。材料には直径約 300'" 500 ミクロンの正球状の水熱
処理 HA 頼粒と焼結処理 HA 頼粒を用いている。 HA の表面構造の観察は走査電子顕微鏡，内部構造の観察は
マイクロ X 線 CT 像を使用した。また含水能は，蒸留水に浸漬し重量の変化を計測し比較した。さらに動物
実験では，ラット頭蓋に脳硬膜を開放する直径 8.8mm の欠損を形成し，同じ重最の HA を移植し， 4, 12, 24 




焼結処理 HA に比べ水熱処理 HA が有意に増加量が大きいことを確認した。動物実験ではマイクロ X線 CT 像
から 24 週までに欠損部の不透過領域の増加がみられ，組織標本から欠損辺縁および脳硬膜側からの新生骨形
成によることが確認された。新生骨は頼粒と接して取り囲むように形成され，樹脂標本から成熟骨であること




また水熱処理 HA は，骨形成能はすでに利用されている焼結処理 HA と同等であると同時に，生体内で吸収さ
れる性質を有していることから，吸収に伴う薬剤等の放出や骨への置換に有利な材料であるとしている。
以上，本論文は，水熱処理 HA が構造的に含水能に優れかっ骨への置換が可能となる生体内吸収性という既
存の生体材料にない新しい特性を有していることを明らかにした。この生体材料の利用は，新しい骨再生療法
に結びつく可能性があると考えられることから歯科医療に寄与するところが大きい。よって本論文は博士(歯
学)の学位授与に値するものと認める。
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